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http://www.minamih.net/ ５年生 都大会出場を逸す！！
………涙の敗戦 ………

ＪＡ５年生東京都大会１２Ｂ予選２次トーナメント
１回戦。八王子のチャンピオン大和田にほぼプラン通
りの試合で０－０，ＰＫ戦１１－１０で見事に競り勝
ちました。
しかし，２回戦，ベスト４！都大会出場が決定する

プリメ戦では，南のドリブルサッカーを徹底すること
ができませんでした。ワンタッチかツータッチで蹴っ
てしまうため，“ため”もできないので，サポートも
オーバーラップ，ワンツーもできません。

１３・１０・１４（月） 相手と同じようなサッカーをして敗れてしまいまし
南ＮＥＷＳ ＮＯ５０ た。しかし，太和田戦は一歩も引けを取らない内容で

した。自信を持って次につなげることができます。
南のアンパンマン

５年生ＪＡ東京都大会 ２次トーナメント
１０月１３日大和田小学校Ｇ

○めあて：同一視野の確保 攻撃のサポート
ロングボールを落とさない コーチング

○１回戦 対戦相手 大和田ＳＣ 前半 0-0 0-0 ＰＫ 11-10 勝ち

前週の修正点と、大和田さんとの戦いを想定した練習を前日に行い、４つのめ
あてを持ってこの戦いに臨みました。相手の大和田さんはこの学年の秋・春のチ
ャンピオンチームです。

この日は前半 0-0 で抑え、キックアンドラッシュのハードワークで走り勝つ、
そして相手が焦って動いてきたところを攻めて行くようなゲームプランを立てま
した。

マークの確認から始まり南のペースで試合が進みます。センターＦＷの能登君
は前線で動き周り相手にプレッシャーを良くかけていました。右ＳＨ荒引君は早
めのアプローチで相手左サイドからの攻撃を未然に防ぎました。ＣＭＦ佐藤君は
いつものハードワークで攻守にわたりチームを引っ張ります。相手エースの５３
番の徹底マークを指示された左ＳＨ清水君は振り切られながらも喰らいつき、仕
事をさせませんでした。
前半を作戦どおり 0-0で抑えると共、にシュート数では南が上回っていました。

後半に入ると大和田さんはバックラインでパスを廻し始め、南前線選手はハード
ワークを強いられましたが全選手よく走り、左ＳＢ前川君のドリブルからの仕掛
け、ＣＢ山田君の中央突破のドリブル、右ＳＢの落としを狙ったシュートなど攻
撃にも勢いが出てきました。

相手がバイタルエリアでショートパスで繋ごうとするも、この試合は前日の練
習どおり、ボールにつられる事なく、簡単には崩されません。ＧＫ梶谷君のコー
チングも冴え、相手ＦＫへの対応も前日の練習どおりに出来ました。試合は５人
のＰＫ戦となりました。これも前日の練習どおり踏み込む位置の確認を全員が冷
静に行っていました。５人のＰＫ戦はサドンデスになり２巡目までもつれ１１-１
０で南が強豪を下しました。１２ブロックベスト８です。

○２回戦 対戦相手 プリメイロス 前半 0-0 1-3負け
いよいよ勝てば中央大会というところまで来ました。大和田戦と同じポジショ
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ンで臨みました。
前半は 0-0で終了すると，後半開始早々ゴール前に跳ねたボールがゴールイン。

この大会初めての失点はアンラッキーでした。その後続けてふわっとしたミドル
シュートを決められ 0-2 とされますが、７分には佐藤君が左サイドからのＦＫを
見事に決め 1-2とします。
後半１３分にはこれも前日の練習どおり佐藤君のコーナキックをファーサイド

の前川君がドンビシャで合わせるもポストに弾き返されます。１５分に佐藤君が
倒され頭を打って負傷退場。交代のいない南は７人で戦いました。１を追加され
南の東京都大会は終了しました。
１試合目に比べ同一視野の確保と攻撃のカバーが足りませんでした。ドリブル

を当ててしまうシーンも多かったです。ロングボールを先に触る事は出来てきま
したが、さらにコントーロルできるように練習しましよう。

ＧＫの梶谷君のお父さんが大和田小を出る時、梶谷君に
「水・金の午後練をＧＡＭＢＡるしかないか」
梶谷君に語っていました。

土日は勿論，水・金の午後練もＧＡＭＢＡって自分達のめざすサッカーを創っ
ていきましょう！！一生懸命お手伝いします。

主人公は君達です。自分達でめざすサッカーをどうしたら創りあげることがで
きるかを考えてＧＡＭＢＡってください。

ただ前に蹴るだけだと棒を回してキャラクターを回転させて前にボールを進め
るサッカーゲームのような試合になってしまいます。

そういう試合は今日でやめましょう。GK も含めて後ろからビルドアップでき
るチームに変身していきましょう！

ドリブル・ターンの力を向上させる，遠く広く５つを観て，スィンクビフォア
ー，よい判断・選択をしてコーチングのレベルをアップさせましょう。

君達は都大会一歩手前まで行きました。矢上が言ったようにそれを実現できる
可能性があります。自分を高め，チームを高めていきましょう！ ｂｙ南ＡＰＭ

まずもって８人で無事にこの大会を戦えた事は選手の努力はもち

ろん、保護者の皆さまの頑張りやご協力があってこそ！と心より御

礼申し上げます。この日の保護者の皆さんや矢野君、富山君、渡辺

君の応援は選手たちの大きな励み「力」となりました。

練習以上の事は出来ませんが、練習すれば必ず強くなるという事

を改めて再認識させられました。ゴールデンエイジの選手達のすば

らしい吸収力と成長を感じた大会です。あと一歩で中央大会は逃し

ましたが、この口惜しさを糧に、また明日から全日本を目指して練

習をＧＡＮＢＡりましょう。末筆になりますがこのような機会（三

間）を与えて下さいました矢上代表に選手共々心より感謝申し上げ

ます。そして・・・・選手のみんな！感動をありがとう！！

ｂｙ清水コーチ


